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Ｊ
Ｒ
徳
山
駅
を
中
心
と
す
る
中
心
市

街
地
は
、近
年
、郊
外
型
大
型
店
舗
の
進

出
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
を
背

景
に
、大
型
店
の
撤
退
や
空
き
店
舗
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、商
店
街
の
空
洞
化
が
進

行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、駅
周
辺
の
施
設
は
、老
朽
化
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
遅
れ
な
ど
の
課
題
も
抱

え
て
お
り
、都
市
の
魅
力
も
十
分
発
揮
で

き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
の
地
区
は
、古
く
か
ら
一
定

の
商
業
施
設
や
、さ
ま
ざ
ま
な
業
務
施
設

まちの

として
顔

本市の中心市街地は、古くから商業・業務施設などさまざ
まな機能が集まり、人々の生活や娯楽、交流の場となってき
た、まちの活力や個性を代表する「顔」ともいうべき場所です。
この中心市街地を再生するため、市では「徳山駅周辺整
備構想」を策定しました。
人が集まり元気が生まれる、またその元気を内外に発信

できる中心市街地の整備を進めていきます。
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駅北口の整備イメージ
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が
集
積
し
て
お
り
、今
後
も
、周
南
地
域

だ
け
で
な
く
、県
内
の
地
域
経
済
の
発
展

を
リ
ー
ド
し
、ま
た
「
都
市
の
顔
」
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

平
成
15
年
４
月
21
日
に
誕
生
し
た
本

市
の「
新
市
建
設
計
画
」
に
も
、産
業
・
都

市
機
能
の
集
積
に
よ
り
、都
市
の
自
立
的

な
発
展
を
促
す
重
要
な
施
策
と
し
て
、徳

山
駅
周
辺
整
備
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、平
成
16
年
12
月
に
策
定
し
た
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
に
な
る
「
周

南
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
に
も
、元

気
の
あ
る
周
南
市
を
建
設
す
る
事
業
と
し

て
、こ
の
事
業
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、徳
山
駅
周
辺
の
整
備
は
、

山
駅
周
辺
を
一
体
的
に
捉
え
た
基
盤
整

備
を
行
い
、将
来
の
都
市
発
展
と
、中
心
市

街
地
の
活
性
化
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

構
想
の
実
現
に
向
け
て
、中
心
市
街
地

を
徳
山
駅
北
側
地
区
、徳
山
駅
地
区
、徳

山
駅
南
側
地
区
の
３
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー
ン
の
整
備
方
針
を
示
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
事
業
の
実
施
は
、緊
急
性
や

合
併
特
例
債
の
活
用
な
ど
を
考
慮
し
て
、

10
年
以
内
で
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

まちの

として
顔

生まれてからずっとこの地で過ごしてき
ましたが、数年前に仕事の関係で、4年ほ
ど北海道に住んだことがありました。帰省
するたびに、徳山駅周辺が寂しくなるのを
感じ、なんとか元気なふるさとに戻すこと
ができないかと、このプロジェクトに参加し
ました。
徳山駅は、通勤や通学で多くの人が、集

まります。その人々が、ただ通過するので
はなく、有意義な時間を過ごすために、留ま
るような工夫ができれば、
という思いがありました。
構想では、駅周辺がまち

の核になる空間として整
備されますが、「変わって
きた」という実感が市民に
分かるように、スピーディー
に整備を進めて
ほしいですね。

徳山駅周辺整備推進プロジェクト委員

林
はやし

公
きみ

人
と

さん

本
市
の
重
要
か
つ
緊
急
な
課
題
の
一
つ
で
す
。

市
で
は
、平
成
15
年
10
月
か
ら
、公
募

に
よ
り
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆

さ
ん
を
含
む
約
50
人
の
委
員
が
、４
つ
の
組

織
に
分
か
れ「
徳
山
駅
周
辺
整
備
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
構
想
の
策
定
を
進
め
、今

年
３
月
に
「
徳
山
駅
周
辺
整
備
構
想
」
を

ま
と
め
ま
し
た
。

徳
山
駅
周
辺
整
備
構
想
は
、市
の
玄
関

口
で
あ
る
徳
山
駅
及
び
、港
を
含
め
た
徳

徳
山
駅
周
辺
整
備
構
想
の

概
要
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元気発信の拠点づくりに向けて

御幸通をはじめとする豊かな緑と、新幹線駅に隣接する港
の景観などの資源を生かし、多くの市民や来訪者が集い、憩
い、語らうことのできる、市の顔にふさわしい、活力のあるま
ち「周南市」を、広くアピールする拠点の形成をめざします。

コ ン セ プ ト
徳山駅周辺のまちづくり

●

●

●商業・業務施設の集積
●公共・公益施設の集積地区
に隣接
●新幹線駅に隣接した港
●駅南側の高い開発ポテン
シャル
●新幹線とフェリーターミナル
●交通結節点
●御幸通の豊かな緑

●商業の活性化

●本市の顔づくり

●都市の魅力向上

●憩いの場づくり

●バリアフリー化

●南北連携の強化

●交通結節点機能の

向上

活用する特徴 解決すべき課題

徳 山 駅
周 辺 整 備

構 想

私
か
ら
も

ひ
・
と
・
こ
・
と

徳山駅周辺の特徴と課題
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38
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
徳
山
駅
周
辺
整
備

構
想
の
対
象
範
囲
を
、表
の
通
り

●
ノ
ー
ス
ス
テ
ー
ジ（
駅
北
側
地
区
）

●
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ジ（
徳
山
駅
地
区
）

●
サ
ウ
ス
ス
テ
ー
ジ（
駅
南
側
地
区
）

の
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
性
格
で
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
駅
北
側
地
区
）

整
備
方
針

「
都
市
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
」

q
北
口
駅
前
広
場

利
用
者
の
使
い
や
す
さ
に
配
慮
し
て
、

駅
前
広
場
内
に
あ
る
交
通
施
設
を
再
配

置
し
、快
適
で
潤
い
の
あ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ

ー
ス
や
歩
行
空
間
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、交
通
機
関
利
用
者
の
利
便
性
、安
全

性
の
向
上
と
、ゆ
と
り
の
空
間
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、統
一
的
な
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、本
市
の
顔
に
ふ
さ
わ
し

い
都
市
景
観
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

w
南
北
地
下
通
路

出
入
口
を
斜
路
付
き
階
段
に
す
る
こ

と
で
、自
転
車
通
行
に
対
応
し
て
南
北
自

由
通
路
と
の
機
能
分
担
を
図
り
ま
す
。

（
徳
山
駅
地
区
）

整
備
方
針

い
や
す
い
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
最
優

先
と
し
た
施
設
整
備
を
行
い
、駅
の
利
便

性
向
上
と
、駅
南
北
の
快
適
な
移
動
空
間

の
確
保
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、南
北
自
由
通
路
は
休
憩
や
販
売

の
機
能
を
盛
り
込
ん
だ
明
る
く
開
放
的

な
も
の
と
し
、駅
に
隣
接
し
た
身
近
な
交

流
・
憩
い
の
空
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
駅
南
側
地
区
）

整
備
方
針

「（
海
辺
の
散
策
や
海
・
港
の
眺
望
、食
事
、

買
い
物
、イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
で
）オ
フ
タ

イ
ム
や
休
日
を
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
せ
る
空

間
づ
く
り
」

y
南
口
駅
前
広
場

新
幹
線
の
停
車
駅
に
ふ
さ
わ
し
い
玄
関

口
と
し
て
、送
迎
に
配
慮
し
た
施
設
を
整

備
し
、鉄
道
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
し

ま
す
。

u
市
道
築
港
町
３
号
線（
南
口
駅
前
広
場

か
ら
港
へ
続
く
道
路
）

快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
歩
行
空
間
を
整

備
し
、海
辺
へ
誘
う
雰
囲
気
と
、駅
か
ら
港

へ
の
快
適
な
移
動
経
路
を
確
保
し
ま
す
。

i
市
道
臨
港
線（
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

前
の
道
路
）

海
辺
の
眺
望
を
生
か
し
た
、フ
ェ
リ
ー
タ

ー
ミ
ナ
ル
周
辺
の
散
策
を
楽
し
め
る
ボ
ー
ド

ウ
ォ
ー
ク（
木
製
の
遊
歩
道
）を
整
備
し
、海

辺
の
雰
囲
気
づ
く
り
と
、周
辺
施
設
へ
の
快

「
出
会
い
・
交
流
・
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
の
オ
ー
プ
ン
な
空
間
づ
く
り
」

e
駅
ビ
ル

現
在
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
に
加

え
、情
報
発
信
機
能（
情
報
掲
示
板
や
電

光
掲
示
板
な
ど
）、滞
留
機
能
等（
ベ
ン
チ
な

ど
の
休
憩
施
設
や
カ
フ
ェ
な
ど
）を
導
入
し
、

憩
い
と
交
流
の
空
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、緑
豊
か
な
御
幸
通
の
眺
望
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、駅
前
広
場
と
調
和
が

と
れ
た
施
設
に
し
ま
す
。

r
南
北
自
由
通
路

t
駅
舎

駅
周
辺
を
利
用
す
る
す
べ
て
の
人
が
使

３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に

整
備
を
実
施
し
ま
す

ノ
ー
ス
ス
テ
ー
ジ

サ
ウ
ス
ス
テ
ー
ジ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ジ

駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ駅南口の整備イメージ
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徳
山
駅
周
辺
整
備
構
想
に
よ
る
事
業

の
実
施
と
併
せ
、Ｔ
Ｍ
Ｏ
徳
山（
徳
山
商

工
会
議
所
）や
商
店
街
と
の
連
携
を
よ
り

深
め
、商
業
な
ど
の
活
性
化
と
一
体
的
に

推
進
す
る
こ
と
で
、魅
力
の
あ
る
中
心
市

街
地
を
再
生
し
、市
の
顔
に
ふ
さ
わ
し
い

「
元
気
発
信
都
市

周
南
市
」
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
拠
点
と
な
る
よ
う
に
、よ
り
よ

い
徳
山
駅
周
辺
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
す
。

徳
山
駅
周
辺
整
備
構
想
は
、ハ
ー
ド
面

を
整
備
す
る
も
の
で
す
が
、ソ
フ
ト
面
で
は

Ｔ
Ｍ
Ｏ
徳
山
で
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
を
策
定
し
て

お
り
、こ
の
構
想
に
つ
い
て
も
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

徳
山
駅
周
辺
整
備
構
想
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、市
民
さ
ろ
ん
、各
総
合
支
所
の

情
報
コ
ー
ナ
ー
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
、こ
の
構
想
を
基
に
詳
細
な
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
基
本
計
画
策

定
に
生
か
す
た
め
、皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

中
心
市
街
地
整
備
課

1
０
８
３
４
―
27
―
０
０
７
０

5
０
８
３
４
―
27
―
０
０
６
５

Ｅ
メ
ー
ルchushin@

city.shunan.yam

aguchi.jp

適
な
移
動
空
間
を
確
保
し
ま
す
。

o
特
産
品
の
楽
し
め
る
施
設

市
の
特
産
品
で
あ
る「
フ
グ
」
を
は
じ
め

と
す
る
地
元
の
新
鮮
な
海
産
物
を
、食
べ

た
り
購
入
し
た
り
で
き
る
施
設
を
整
備

し
、地
場
産
品
の
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
地
産
地

消
を
進
め
ま
す
。

!0
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

現
状
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
機
能
に

加
え
、海
辺
の
立
地
を
生
か
し
た
飲
食
・

展
望
施
設
や
、集
客
力
の
あ
る
公
共
・
公

益
施
設
の
導
入
、人
々
が
憩
い
、集
う
こ
と

が
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
、

に
ぎ
わ
い
の
空
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（徳山駅北側地区）

（徳山駅地区）

（徳山駅南側地区）

JRJR徳山駅徳山駅JR徳山駅

魅
力
の
あ
る
中
心
市
街

地
を
再
生
し
ま
す

港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ港周辺の整備イメージ

南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ南北自由通路の整備イメージ

まちの

として
顔

徳 山 駅
周 辺 整 備

構 想

※各事業のイメージパースは、構想段階における検討案です。
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90秒の時間制限ぎりぎりまでもつれこむシーソーゲーム。最
後まで、気が抜けません

動物園職員との動物に関する質問のやりとりも、子どもたち
にとっては春休みの思い出になります

綱引く両手にこめる
交通安全

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環

と
し
て「
交
通
安
全
綱
引
き
＆
ク

イ
ズ
大
会
」
が
、４
月
６
日
、総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
区
対
抗
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
参
加

し
た
の
は
15
地
区
の
約
２
０
０

人
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、「
交

通
安
全
」
の
か
け
声
を
合
図
に
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
綱

引
き
の
勝
負
の
後
は
、ク
イ
ズ
に

挑
戦
し
、交
通
規
則
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

夜桜を楽しむ
動物園の夜間開園

徳
山
動
物
園
で
、春
の
夜
桜
開
園
が
、

４
月
１
日
か
ら
10
日
間
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
か
つ
て
徳
山
毛
利
藩
の
藩
邸

が
あ
っ
た
こ
の
地
は
、桜
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
、夜
間
の
開
園
は
今

年
が
初
め
て
で
す
が
、週
末
に
は
、

桜
の
開
花
を
待
ち
こ
が
れ
た
多

く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。ク
マ
や
シ
カ
な
ど
、昼
間
の
様

子
と
違
う
動
物
に
声
を
か
け
る
、

子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
ら
し
い
声

が
印
象
的
で
し
た
。
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小学校低学年の部に参加した子どもたち。ゴール直前、最
後の力を振り絞ってラストスパート

ゴールめざして疾走
向道湖マラソン

桜
の
季
節
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る

恒
例
の
向
道
湖
マ
ラ
ソ
ン
が
、４
月

10
日
、向
道
湖
ふ
れ
あ
い
の
家
前
を
ス
タ
ー

ト
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
に

は
、県
内
外
か
ら
３
７
０
人
を
超

え
る
選
手
が
参
加
し
、年
齢
や
性

別
、距
離
別
の
種
目
ご
と
に
分
か

れ
て
、健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
沿

道
は
、応
援
に
駆
け
つ
け
た
た
く

さ
ん
の
人
で
埋
ま
り
、選
手
た
ち

の
力
走
に
盛
ん
な
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

四
し

熊
くま

地区※旧徳山市

四熊地区の誇れるもの
として「四熊八十八ヶ所」
があげられます。この八十
八か所は、その名の通り、四
国の遺跡を模して作られたもの
で、明治15年に四熊の７地区の所々に弘法大師の
地蔵を安置し、村中をあげて完成を祝ったそうです。
開設記念碑に刻まれている「将来全国の皆さん、大
師を信心して大勢で参拝してください」の願いが通
じたのか、昨年度市が作成したウォーキングマップ
「とくやまっぷ２」に「四熊八十八ヶ所巡拝と史跡巡
りコース」を取りあげたところ、遠方からも多くのウォ
ーキングファンが訪れるようになりました。
八十八か所全てを巡ると、6～7時間かかるそうで

すが、春と秋の大祭には接待もありますので、時期
を合わせて巡ると楽しみが倍増することでしょう。
四熊七

なな

畑
はた

地区には、今でも数か所の棚田が点在
しています。秋にははぜ掛けの黄色と、ヒガンバナ
の赤のコントラストが映えるとても美しい光景にであ
えます。

四熊の里山巡りで
心身のリフレッシュ

西暦1,500年に建造され
た切妻造りの屋根のあ
る石殿。石工銘のあるも
のでは、県内で一番古い
ものです

でーたふぁいる 【3月3１日現在】

●人口／631人　　●世帯／238世帯 ★★★★★★★★★★★★★★★★★

井
い

谷石殿
だにせきでん

二号
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錦
川
源
流
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

国
道
３
１
５
号
を
鹿
野
IC
か
ら
北
上

す
る
と
、桜
が
美
し
い
清
流
沿
い
に
あ
る
、

大
き
な
木
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
目
が
止
ま
り

ま
す
。こ
こ
は
、か
つ
て
大お
お

潮し
お

小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
が
河
川
プ
ー
ル
と
し
て
泳
い
で
い

た
清
流
沿
い
の
広
場
で
、モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、

周
囲
の
風
景
に
と
け
こ
む
よ
う
な
山
の
形

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、「
錦
川
源
流
の
碑
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、こ
の
大
潮
地
区
で
民
生
委
員

な
ど
を
続
け
な
が
ら
、こ
の
碑
を
建
立
す

る
た
め
に
、活
動
さ
れ
た
三み

浦う
ら

昌ま
さ

之ゆ
き

さ
ん

に
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

源
流
の
碑
の
お
こ
り

「
こ
の
碑
に
使
わ
れ
た
材
木
は
、錦
川
流

域
ネ
ッ
ト
交
流
会
を
通
じ
て
入
手
し
た
も

の
で
、平
成
の
架
け
替
え
工
事
で
役
目
を

終
え
た
、錦
帯
橋
の
踏
み
板
を
使
っ
て
い
る

ん
で
す
よ
」
と
三
浦
さ
ん
。こ
の
錦
川
源
流

の
碑
は
、地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
、自
然
体

験
活
動
を
し
て
い
る「
鹿か

野の

三さ
ん

虫
ち
ゅ
う
ク
ラ
ブ
」

や
、大
潮
地
区
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
設
置

さ
れ
、昨
年
の
11
月
14
日
に
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

源
流
の
ふ
る
さ
と
を
た
ど
る
と

総
延
長
１
１
０
d
に
も
お
よ
ぶ
錦
川
の

清
流
は
、こ
の
大
潮
地
区
屋
敷
川
か
ら
始

ま
り
、錦
町
や
美
川
町
、岩
国
市
を
巡
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
命
に
恵
み
を
与
え
て
い
ま
す
。

源
流
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
の
地
区
に
は
、

春
に
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
咲
き
、梅
雨
の
こ
ろ

に
は
蛍
の
乱
舞
が
見
ら
れ
る
名
所
と
し

て
、多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

古
く
か
ら
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
大
潮

地
区
は
、地
名
の
由
来
と
し
て
伝
説
が
残

る
潮
明
神
社

し
お
の
み
ょ
う
じ
ん
じ
ゃや
、近
く
の
上
流
に
は
錦
川

の
本
流
に
は
珍
し
い
滝
も
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、源
流
の
碑
の
付
近
に
は
「
大
潮
田

舎
の
店
」
が
あ
り
、道
行
く
人
と
地
元
の

人
と
の
交
流
や
憩
い
の
場
と
し
て
愛
さ
れ

て
い
ま
す
。

清
流
の
水
や
景
観
を
守
る
た
め
の
地
域

の
活
動
も
根
付
き
、流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
水
は
生
命
の
源

で
す
。
錦
川
の
下
流
に
住
む
人
た
ち
の
た

め
に
も
、川
の
清
掃
を
続
け
て
、き
れ
い
な

水
を
届
け
て
あ
げ
た
い
。
ま
た
、こ
の
地
だ

け
で
な
く
、流
域
全
体
が
蛍
の
名
所
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
い
う
三
浦

さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
に
、源
流
の
ふ
る
さ
と
に

住
む
人
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
ま
す
。

な
お
、６
月
中
旬
に
は
、大
潮
小
学
校

（
休
校
中
）を
会
場
に
、ホ
タ
ル
祭
り
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
錦
川
流
域
ネ
ッ
ト
交
流
会
】

錦
川
流
域
の
2
市
3
町
１
村（
本

市
、岩
国
市
、本
郷
村
、錦
町
、

美
川
町
、美
和
町
）を
活
動
基
盤
と
す

る
地
域
団
体（
32
団
体
）で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
間
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、自
然
と
い
の
ち

に
触
れ
合
い
、錦
川
の
素
晴
ら
し
さ
を

再
認
識
し
て
、次
世
代
の
子
供
た
ち
に

継
承
す
る
た
め
の
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

※

※

■

美
し
い
清
流
は
未
来
へ
の
贈
り
物
■

錦川源流の地。清流はこの地の湧き水から、自
然の恵みを届けます

中国自動車道 
  鹿野IC

錦川源流 ↑須佐 

↓徳地IC

六日市IC→ 

錦川源流の碑 

大潮地区 

 

錦
川 

国
道
　
号 

315

 
大潮田舎の店 

「子どものころ、私もよくこの川で遊びました」と三浦さん



徳山社会福祉センターで行われている、マダムフラ
メンコ講座。目線と姿勢、チームワークが大切です

「
自
分
の
時
間
は
か
な
り
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、す
べ
て
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

今
、で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
、よ
り
多

く
の
人
に
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た

い
で
す
」
と
、時
に
は
優
し
く
、時
に
は
情

熱
的
な
ま
な
ざ
し
で
話
す
の
は
、２
０
０
６

年
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化

祭
の「
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
フ
ラ
メ
ン
コ
」

の
推
進
委
員
と
し
て
、昨
年
12
月
ま
で
活

躍
さ
れ
た
花は

な

田だ

真ま

美み

さ
ん
で
す
。

日
本
で
数
人
し
か
取
得
し
て
い
な
い
、

本
場
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ラ
メ
ン
コ
の
称
号
「
マ

ミ
・
ラ
・
セ
ラ
ー
ナ
」
を
持
つ
花
田
さ
ん
は
、

現
地
で
の
経
験
を
生
か
し
て「
洋
舞
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル・
フ
ラ
メ
ン
コ
」の
会
場
に
ス
ペ
イ
ン

風
で
は
な
い
本
場
の
雰
囲
気
を
再
現
す
る

こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
料
理
一
つ
に

し
て
も
、一
人
で
担
当
者
と
調
整
を
行
う

た
め
、や
り
と
り
に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
準
備
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

50
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
と
し
た
教
室

で
、フ
ラ
メ
ン
コ
と
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
講
師
を
続

け
て
い
る
花
田
さ
ん
。メ
ン
バ
ー
と
共
に
、練

習
の
成
果
を
県
内
外
の
福
祉
施
設
で
披
露

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、ハ
ン
ド
ベ
ル
で
も
、国

民
文
化
祭
に
出
演
す
る
予
定
で
、現
在
、

編
曲
作
業
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
メ
ン
コ
だ
け
で
な
く
、本
業
の
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
と
し
て
も
、日
本
と
ス
ペ
イ
ン
、ド

イ
ツ
を
往
復
す
る
日
々
が
続
い
て
る
花
田

さ
ん
。
理
想
の
音
を
探
求
す
る
旅
は
、終
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん

国民文化祭に協力

花田真美さん
はな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま みはな だ　　ま み

音
が
も
つ
力
と

感
動
を
届
け
ま
す

このコーナーは、市民の皆さんの団体
などが行う、行事や催しなどのお知らせを
掲載します。
あらかじめ、下記の掲載基準を理解し
ていただいたうえで、お申し込みください。
■掲載できないもの
●営利目的のもの ●宗教の布教活動に

あたるもの ●政治活動にあたるもの ●個
人の宣伝にあたるもの ●市内の特定地域
だけを対象にしたものや、団体員相互間の連
絡にあたるもの ●行政広報として、掲載する
ことが適当でないと判断したもの

■掲載回数など
●掲載は、1つの内容につき1年に1回　●同
一団体からの記事は、年（4月～翌年3月）4回
まで ●同じ号で、同じ団体の記事を複数掲
載は不可
■その他掲載について
●公益性の高い内容や、市民が市内で行う活
動を優先して掲載します。 ●スペースの都合
で、申し込みが多い場合は掲載できないことが
あります ●編集上の都合で、掲載する号を
調整する場合があります。 ●詳細な内容や
「第○回」「初心者歓迎」「持参物」など補足
的な内容は掲載しません。各主催者への問い
合わせで対応してください。
■掲載の申し込み
［原稿の締切日］ 掲載を希望する号の発行
日（毎月1日）の1カ月前
［申込方法］ ●原稿…「掲載希望の号（○
月1日号）」、行事などの「名称」「対象・定員」
「日時」「場所」「内容」「参加費」「問い合わせ
先（電話番号）」と●掲載希望者の連絡先…
「氏名」「団体名」「住所」「電話番号」「ファッ
クス番号」「Eメールアドレス」を、持参・郵送・フ
ァックスまたはEメールで、〒745―8655岐山
通1―1政策調整課広報広聴担当10834―
22―8232、50834―22―8224、Eメール
info@city.shunan.yamaguchi.jp

■港・とくやま夢とロマンの帆船模型展
●日時と場所／5月18日（水）～22日（日）▼
平日…8時30分～22時▼21日（土）9時～20
時▼22日（日）9時～18時、市民交流センター
※入場料は無料です。 ●問合せ／周南帆
船模型同好会藤井さん10834―21―0574

■新しいカナダを見つけませんか
カナダフレンドシップ親善大使派遣者募集
●日程／7月25日（月）～8月8日（月） ●派
遣先と募集人数／カナダのバンクーバー市内、
40人　●参加料／307,000円　●問合せ／
カナダ友好協会浅

あさ

海
み

さん10834―63―9610

■フォークダンス初心者講習会
●日時と場所／5月13日～6月3日（毎週金
曜日）19時～20時30分、徳山小学校体育館
●参加料／1,000円と保険代1,500円　●問
合せ／徳山フォークダンス協会青木さん
10834―31―8704

■ミヤマキリシマにおう久住山
ハイキング会員募集

●日程／6月4日（土）～5日（日） ●募集人
数／50人　●会費／20,000円（予約金
10,000円） ●問合せ／徳山山岳会10834
―21―7891

伝 伝 言 
板 
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■「
元
気
こ
ど
も
室
」か
ら

「
元
気
こ
ど
も
課
」へ

昨
年
４
月
に
設
置
し
た
「
元
気
こ
ど
も

室
」
で
は
、「
元
気
周
南
っ
子
」
の
育
成
を
、

よ
り
総
合
的
に
推
進
し
、地
域
で
連
携
し

て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
取
り
組
む

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、こ
の
取
り
組
み
を
一
層
強

化
す
る
た
め
、職
員
数
も
増
や
し
、「
元
気

こ
ど
も
課
」
と
し
て
、子
ど
も
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
総
合
的
に
調
整
す
る

と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に「
元

気
な
周
南
っ
子
」の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

■
元
気
こ
ど
も
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
が
、５
月
10
日
に
開
設

子
ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
る
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
を
元
気
こ
ど

も
課
内
に
開
設
し
、年
中
無
休
24
時
間
、

電
話
で
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、面
接
相
談
も
行
い
ま
す
の
で
、気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
元
気
こ
ど
も
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

1
０
８
３
４
―
31
―
２
４
０
０

（
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
24
時
間
○ま

る

○ま
る

待
っ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

て

る

よ
）

■（
仮
称
）子
ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
の

開
催

市
内
の
子
ど
も
た
ち
が
交
流
を
深
め
、

子
ど
も
と
大
人
が
と
も
に
元
気
に
な
る
イ

ベ
ン
ト
「（
仮
称
）子
ど
も
ゆ
め
ま
つ
り
」
を

12
月
4
日（
日
）に
陸
上
競
技
場
及
び
周

辺
で
開
催
し
ま
す
。

■
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
と

連
携
し
た
青
少
年
育
成
活
動

3
月
29
日
に
、各
地
域
で
青
少
年
の
健

全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
が
連
携

し
て
「
地
域
で
元
気
な
周
南
っ
子
を
育
て

よ
う
」
を
合
言
葉
に
２
０
０
を
超
え
る
団

体
が
参
加
し
て
、青
少
年
育
成
市
民
会
議

が
発
足
し
ま
し
た
。

元
気
こ
ど
も
課
で
は
、青
少
年
育
成
市

民
会
議
と
と
も
に
、地
域
で
連
携
し
た
青

少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

■
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
主
な
活
動

●
地
域
の
お
じ
さ
ん
、お
ば
さ
ん
運
動

●
青
少
年
育
成
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
の
開
催
な
ど

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ほ
か
に
も
、今
年
度
は
、教
育
委
員
会

か
ら
移
管
し
た
「
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

業
務
」
を
は
じ
め
、「
青
少
年
健
全
育
成
プ

ラ
ン
」の
策
定
や
小
中
学
生
が
参
加
す
る

「
こ
ど
も
会
議
」
な
ど
元
気
な
周
南
っ
子
を

育
成
す
る
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、「
元
気
ア
ッ
プ
こ
ど
も
通
信
」
を

通
じ
て
、紹
介
し
ま
す
。

元
気
こ
ど
も
課
の
主
な
事
業

「
元
気
こ
ど
も
課
」

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま
ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの
未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

「元気アップこども通信」は、「こども」に関するさま

ざまな情報を紹介し、市民の皆さんと一緒に、子どもの

未来、周南の未来を考えていくコーナーです。

今
月
の
テ
ー
マ

Ｐ 

Ｐ 

北別館北別館 北別館 
東本館東本館 東本館 

西別館西別館 西別館 

西本館西本館 西本館 
本館本館 本館 

県道下松新南陽線 岐
山
通
り

エレベーター 

←
徳
山
駅
 

国
道
2号
→
 

場所は、市役所本庁舎の 
本館3階です。 

気軽にお越しください。
10834―22―8331、50834―22―8339

■元気こども課
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本
ほん

市
し

では、ＪＲ
じぇいあーる

徳
とく

山
やま

駅
えき

北
きた

側
がわ

の徳
とく

山
やま

駅
えき

前
まえ

駐車場
ちゅうしゃじょう

と、市
し

役
やく

所
しょ

近
ちか

くの代
よ

々
よ

木
ぎ

公
こう

園
えん

地
ち

下
か

駐車場
ちゅうしゃじょう

を運
うん

営
えい

しています。

今年
ことし

から駐車場
ちゅうしゃじょう

の運
うん

営
えい

に必
ひつ

要
よう

なエ

ネルギーの量
りょう

を減
へ

らして、地球
ちきゅう

温
おん

暖
だん

化
か

を防
ふせ

ぐため、県
けん

内
ない

の市町村
しちょうそん

ではじめて、

ＥＳＣＯ
え す こ

という方法
ほうほう

で省
しょう

エネルギー

改修
かいしゅう

をすることになりました。

ＥＳＣＯ
え す こ

とは、Energy
え な じ ー

Service 
さ ー び す

Company
か ん ぱ に ー

の略称
りゃくしょう

で、どのように設
せつ

備
び

を設
せっ

置
ち

すれば省
しょう

エネルギーになるか、

複
ふく

数
すう

の会
かい

社
しゃ

に考
かんが

えてもらい、その中
なか

か

ら最
もっと

も優
すぐ

れた提
てい

案
あん

について実
じっ

施
し

し、提
てい

案
あん

した会
かい

社
しゃ

がその省
しょう

エネルギーの結
けっ

果
か

を保証
ほしょう

するというものです。

今年の3月
がつ

に、最
もっと

も優
すぐ

れた

提
てい

案
あん

を選
えら

びました。この提
てい

案
あん

は、年
ねん

間
かん

約
やく

350トン（約
やく

75軒
けん

の家
か

庭
てい

が排
はい

出
しゅつ

する量
りょう

に相
そう

当
とう

）の温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスである二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の排出量
はいしゅつりょう

を減
へ

らし、

年
ねん

間
かん

約
やく

700万
まん

円
えん

の電
でん

気
き

代
だい

を

減
へ

らすというものです。

地
ち

下
か

駐車場
ちゅうしゃじょう

では、自
じ

動
どう

車
しゃ

から排出
はいしゅつ

される有
ゆう

害
がい

な物
ぶっ

質
しつ

（一
いっ

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

や窒
ちっ

素
そ

酸
さん

化
か

物
ぶつ

など）を、人
にん

間
げん

に対
たい

して悪
わる

い影響
えいきょう

がないように取
と

り

除
のぞ

くため、駐車場
ちゅうしゃじょう

の中
なか

の空
くう

気
き

を外
そと

の空
くう

気
き

と入
い

れ替
か

えています。

その空
くう

気
き

を入
い

れ替
か

えるための動力
どうりょく

に多
おお

くの電
でん

気
き

を使
つか

っていて、その結
けっ

果
か

として、温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスである多
おお

くの二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を火力
かりょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

で排出
はいしゅつ

してい

ることになります。

今
こん

回
かい

の最
もっと

も優
すぐ

れた提
てい

案
あん

は、駐車場内
ちゅうしゃじょうない

の空
くう

気
き

の入
い

れ替
か

えを、空
くう

気
き

の汚
よご

れ（空
くう

気
き

中
ちゅう

の一
いっ

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の濃
のう

度
ど

）を感
かん

知
ち

し

て、風量
ふうりょう

を自動調整
じどうちょうせい

して行
おこな

うなどの提
てい

案
あん

でした。

また、徳
とく

山
やま

駅
えき

前
まえ

駐車場
ちゅうしゃじょう

では、省
しょう

エネ

ルギー効
こう

果
か

を表
あらわ

す電
でん

光
こう

掲
けい

示
じ

板
ばん

などの

仕
し

組
くみ

みも予
よ

定
てい

しています。

来
らい

年
ねん

の春
はる

には、改修
かいしゅう

した地下駐車場
ちかちゅうしゃじょう

を見
み

ることができます。そのときには、

家
か

族
ぞく

の人
ひと

と一
いっ

緒
しょ

に、この省
しょう

エネルギー

の成
せい

果
か

をぜひ見
み

に来
き

てください。

くわしくは…

生
せい

活
かつ

安
あん

全
ぜん

課
か

10834―22―8240

市
し

では、私
わたし

たちの大
たい

切
せつ

な地球
ちきゅう

を温
おん

暖
だん

化
か

から守
まも

るため、市
し

民
みん

の

皆
みな

さんと共
とも

に実
じっ

行
こう

計
けい

画
かく

を立
た

てて

取
と

り組
く

みはじめました。

今
こん

回
かい

は、地球
ちきゅう

にやさしい駐車
ちゅうしゃ

場
じょう

をめざして工
く

夫
ふう

した改修
かいしゅう

工
こう

事
じ

について説
せつ

明
めい

します。

地
球
ち
き
ゅ
う

に
や
さ
し
い

市
営
駐
車
場

し
え
い
ち
ゅ
う
し
ゃ
じ
ょ
う
を
め
ざ
し
て
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5月16日（月）～22日（日）
行
政
相
談
制
度
は
、国
の
仕
事
、特

殊
法
人
な
ど
の
仕
事
、
県
・
市
の
仕
事

で
、国
か
ら
受
託
し
て
い
る
仕
事
に
関

す
る
意
見
や
要
望
、苦
情
な
ど
を
受
け

付
け
、そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
を
図

っ
て
い
く
制
度
で
す
。

本
市
で
は
、次
の
８
人
の
皆
さ
ん
が

行
政
相
談
委
員
と
し
て
国
か
ら
委
嘱

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
本
市
の
行
政
相
談
委
員（
敬
称
略
）

●
氏
名（
住
所
）

●
有あ

り

馬ま

彰
あ
き
ら（
安
田
）

●
梅う
め

田だ

洋よ
う

治じ

（
大
島
）

●
小お

田だ

敏と
し

雄お

（
須
々
万
）

●
國く

に

冨と
み

和か
ず

美み

（
二
番
町
）

●
小
林
こ
ば
や
し

眞
ま
こ
と（
鹿
野
上
）

●
柴し
ば

崎さ
き

裕ゆ
う

子こ

（
戸
田
）

●
冨と
み

永な
が

節せ
つ

子こ

（
新
地
町
）

5
月
は
消
費
者
月
間
で
す

ま
す
ま
す
巧
妙
に
な
る
悪
質
商
法
や

架
空
・
不
当
請
求
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
ほ
ん
の
少
し
気
を
付
け

る
だ
け
で
、ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
ず

に
す
む
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
5
月
は
消
費
者
月
間
で
す

消
費
者
月
間
は
、私
た
ち
１
人
ひ
と
り

の
消
費
者
が
、暮
ら
し
を
取
り
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、じ
っ
く
り
考
え
、行

動
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、「
活い

か
そ
う
権
利

め
ざ

そ
う
自
立
」
が
テ
ー
マ
。
近
年
、消
費
者
問

題
が
複
雑
化
し
て
い
る
中
、昨
年
６
月
に

「
消
費
者
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、消
費
者

の
権
利
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
者
が
安
全
で
安
心
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、行
政
や
事
業
者

が
着
実
に
消
費
者
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、消
費
者
自
身
も
、安
全
を
確

保
す
る
こ
と
、必
要
な
情
報
及
び
教
育
の

機
会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
、消
費
者
の
意

見
を
消
費
政
策
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、消

費
者
の
権
利
を
生
か
し
て
、行
政
や
事
業

者
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
、契
約
に

関
連
し
た
問
題
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

に
は
、契
約
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
契
約
書
は
目
的
を

確
か
め
、よ
く
読
ん
で
か
ら
サ
イ
ン
を
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
口
頭
だ
け
で
も
契
約
は
成
立
し
ま
す

か
？
」
２
０
０
２
年
の
内
閣
府
の
調
査
で

は
、「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
回
答
し
た
消

費
者
が
全
体
の
７
割
弱
を
占
め
ま
し
た
。

契
約
は
口
頭
で
も
成
立
し
ま
す
の
で
、

電
話
勧
誘
に
あ
い
ま
い
な
返
事
は
し
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

必
要
な
い
と
き
は
、は
っ
き
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。

■
だ
ま
さ
れ
な
い
で
、５
つ
の
約
束

最
近
、若
者
や
高
齢
者
を
ね
ら
っ
た
悪

質
商
法
の
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
消
費
者
は
、あ
ら
ゆ
る
情
報
を

入
手
し
、自
分
に
と
っ
て
何
が
有
益
か
見

極
め
、悪
質
商
法
な
ど
の
被
害
か
ら
身
を

守
る
知
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
口
先
の
優
し
い
言
葉
に
ご
用
心
。
う
ま

い
話
は
、ま
ず
疑
う

●
見
知
ら
ぬ
人
の
親
し
げ
な
訪
問
に
、要

注
意
！

●
署
名
・
押
印
は
う
か
つ
に
し
な
い
。
契
約

は
慎
重
に

●
「
結
構
で
す
」「
い
い
で
す
」
な
ど
、あ
い

ま
い
な
言
葉
は
使
わ
な
い
。
必
要
が
な

け
れ
ば
、は
っ
き
り
断
る

●
迷
っ
た
ら
１
人
で
悩
ま
ず
、早
く
家
族

や
身
近
な
人
、ま
た
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
す
る

■
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、

消
費
生
活
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
出

前
講
座
の
開
催
、消
費
生
活
に
つ
い
て
の
相

談
受
け
付
け
な
ど
、自
立
を
め
ざ
す
消
費

者
を
支
援
す
る
事
業
や
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

春の行政相談週間

主なお知らせ 

市消費生活センター

市役所本庁舎西館1階

生活安全課内

相談受付時間

月～金曜日（祝日は除く）

8時30分～17時15分

10834―22―8321

50834―22―8243

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
め
ざ
し
て
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●
長な
が

宗む
ね

正ま
さ

之ゆ
き（
政
所
四
丁
目
）

委
員
の
皆
さ
ん
は
、問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、関
係
機
関
へ
の
連
絡
、助

言
や
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、行
政
相
談
委
員
に
関
す
る

こ
と
は
、山
口
行
政
評
価
事
務
所
1

０
８
３
―
９
２
２
―
１
５
９
１
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
で
行
政
相
談
を
開
催
す
る

と
き
は
、事
前
に
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ま
た
、
山
口
行
政
評
価
事
務
所

（
1
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０
）で
も

随
時
、行
政
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、生
活
安
全
課
1
０

８
３
４
―
22
―
８
３
２
０
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
の
行
政
相
談

国
の
仕
事
の
こ
と
に
つ
い
て
意
見
、

要
望
な
ど
が
あ
れ
ば
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
新
南
陽
総
合
支
所
市
民
相
談
室

日
時

５
月
19
日（
木
）10
時
〜
15
時

問
合
せ

新
南
陽
総
合
支
所
市
民
生

活
課
1
０
８
３
４
―
61
―
４
１
０
４

●
熊
毛
郵
便
局

日
時

５
月
20
日（
金
）13
時
〜
16
時

問
合
せ

熊
毛
総
合
支
所
市
民
生
活

課
1
０
８
３
３
―
92
―
０
０
１
０

50音品目 手数料（円） 50音品目 手数料（円） 50音品目 手数料（円）

あ アコーディオンカーテン 400

編み機 200

アルミサッシ等金具建具（引戸・ドア）400

アンテナ（ＢＳを含む） 200

あんま器 1,000

い 衣装ケース（１ユニット） 200

いす 200

いす（応接タイプ１人用） 600

いす（応接タイプ２～３人用）1,000

一輪自転車 200

お OA機器（パソコンを除く） 400

オルガン、電子ピアノ 1,000

か ガステーブル 200

鏡台 600

楽器（大型楽器、弦楽器等） 200

カバン（大型カバン、トランク等） 200

カラーボックス 200

換気扇（レンジ用フードファン）400

乾燥機（衣類用） 600

乾燥機（食器用） 400

き 脚立 200

く クッキングヒーター（ヒーター２個以上）400

け 下駄箱 400

こ こたつ 200

こたつ（家具調のもの） 600

こたつ用テーブル板 200

米びつ（米びつのみ） 200

米びつ（電子レンジ等専用台共） 400

ゴルフバッグ（クラブ含む） 400

さ サーフボード 400

サイクリングマシーン 800

サイドボード 1,000

し 敷物（６畳以上） 600

敷物（６畳未満） 400

自転車（２０インチ以上） 600

自転車（２０インチ未満） 400

芝刈り機、草刈り機 200

障子・ふすま（木製建具） 200

照明器具 200

す スキー板（１組）、スノーボード用板 200

ステレオ（ミニコンポ） 400

ステレオ（ミニコンポ以外） 1,000

ストーブ（石油ファンヒーター）400

ストーブ（石油ファンヒーター以外）200

スピーカー（１個） 200

ズボンプレッサー 200

せ 扇風機 200

洗面化粧台 800

た 畳 600

棚・たんす（一辺が９０B以上のもの1,000

棚・たんす（一辺が９０B未満のもの）600

ち 貯米器 1,000

つ 机（学習机相当） 1,000

て テーブル 400

テーブル（食卓用相当） 600

テレビ台、ワゴンテーブル 200

電子レンジ 600

と トタン（３枚につき） 200

な 流し台、調理台、ガス台等

（一辺が９０B以上のもの） 1,000

流し台、調理台、ガス台等

（一辺が９０B未満のもの） 600

は ハンガー（室内用各種） 200

ひ 火鉢 400

ふ ブラインド 200

ぶら下がり健康器 600

へ ペット小屋 600

ベッド（シングル） 600

ベッド（セミダブルベッド以上）1,000

ベッドマット（シングルベッド用） 600

ベッドマット（セミダブルベッド以上） 1,000

ベビーカー、三輪車 200

ベビーベッド 400

ベビー用品（遊具類等） 400

ほ ポンプ（家庭用に限る） 600

ま マットレス（スプリングなし） 200

み ミシン（卓上式以外のもの）1,000

ミシン（卓上のもの） 600

も もちつき機 200

物置（床面積１畳以下で解体

済みのもの） 1,000

物干し竿 200

物干し台（１個につき） 600

ゆ 湯沸器（ガス・台所用） 400

湯沸器（電気温水器・石油給湯器）1,000

よ 浴槽 1,000

ら ランニングマシーン 1,000

ろ ローイングマシーン 800

わ ワープロ 400

※品目の欄に掲げていない処理手数料

の額は、類似する品目の単価で計算し

ます。

※その品目の単価について適切でない場

合は、重量などを参考に料金を決定し

ます。

粗大ごみの収集料金表 ４月１日から、本市の粗大ごみの収集料金を、市内

全域で統一しました。

この一覧表は、ごみの品目を50音で区分して掲示

しています。ごみカレンダーと一緒にお使いください。
問合せ先 廃棄物リサイクル課10834―22―8303

主なお知らせ 

※エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機、パソコンは、市で収集しません。購入された販売店などに相談してください。
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狂
犬
病
の
予
防
注
射

犬
の
飼
い
主
は
、毎
年
１
回
、飼
い
犬
に

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
４
月
に
実
施
し
た
狂
犬

病
予
防
の
集
合

注
射
に
行
け
な

か
っ
た
人
は
、必

ず
最
寄
り
の
動

物
病
院
で
注
射

を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

▼
届
出
が
必
要
な
場
合
／
▽
生
後
91
日

以
上
の
犬
を
飼
い
始
め
た
と
き（
登
録
料

３
０
０
０
円
）▽
飼
育
頭
数
が
増
え
た
と

き
▽
登
録
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
▽
犬
が

死
ん
だ
と
き
▼
問
合
せ
／
環
境
政
策
課
1

22
―
８
３
２
２
、ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
。
新
南
陽
1
61
―
４
１
０
６
、

熊
毛
1
92
―
０
０
３
６
、鹿
野
1
68
―
０

０
３
３

都
市
計
画
の
変
更
に
関
す
る

説
明
会
・
公
聴
会
開
催

公
有
水
面
埋
立
完
了
に
伴
い
都
市
計

画
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
変
更
す
る
都
市
計
画
／
市
街
化
区
域

と
市
街
化
調
整
区
域
と
の
区
域
区
分
及

び
用
途
地
域
▼
変
更
す
る
区
域
／
晴
海

町a

、福
川
南
町
B

区
域
区
分
及
び
用
途
地
域
変
更
の
説
明
会

▼
日
時
と
場
所
／
５
月
10
日（
火
）14
時

〜
、市
民
館a

用
途
地
域
変
更
の
公
聴
会

▼
日
時
と
場
所
／
５
月
27
日（
金
）14
時

〜
、市
民
館a

※
５
月
20
日（
金
）ま
で
に

申
し
出
が
な
け
れ
ば
開
催
し
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
も

▼
問
合
せ
／
都
市
計
画
課
1
22
―
８
４

２
６

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

▼
日
時
と
場
所
／
７
月
11
日（
月
）10
時

〜
12
時
、県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク（
山
口
市
）▼

受
験
料
／
５
０
０
０
円
▼
申
込
み
／
５
月

２
日（
月
）〜
20
日（
金
）下
水
道
維
持
課

1
61
―
４
２
０
８

メ
ジ
ロ
な
ど
の
飼
養
に
つ
い
て

ペ
ッ
ト
と
し
て
捕
獲
、飼
養
で
き
る
野
鳥

は
メ
ジ
ロ
と
ホ
オ
ジ
ロ
だ
け
で
、１
世
帯
に
つ

き
い
ず
れ
か
１
羽
限
り
で
す
。
ま
た
、捕
獲

許
可
や
飼
養
登
録
が
必
要
で
す
。メ
ジ
ロ

や
ホ
オ
ジ
ロ
を
捕

獲
、飼
養
し
よ
う
と

す
る
人
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
林
政

課
1
22
―
８
３
６
０

保健 糖尿病予防の講座と
相談会

■糖尿病予防教室「なっ糖
と

く講座」

［対象］市内に在住する、おおむね70歳未満で、過

去に血糖値が高いと言われたことがある人

※治療中の人は医師に相談してください。

［日時と内容］

●5月20日（金）9時30分～11時30分、血糖値

まめ知識＆運動で血糖値ダウン！●25日（水）9時

30分～13時30分、からだに優しいクッキング（調

理実習）●30日（月）9時30分～11時30分、体

力チェック●6月22日（水）13時30分～15時

30分、外食を上手に利用しよう

［募集人数］各30人（申込み順）

［受講料］4回受講で800円

■糖尿病予防相談会

［日時］5月23日（月）9時～11時

■いずれも

［場所］徳山保健センター

［問合せ・申込み］健康増進課122―8553

お
知
ら
せ
 

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

お知らせ 市県民税の変更

■配偶者特別控除

配偶者控除に上乗せして適用している配偶者特別控除

部分は廃止されます。

■均等割課税

均等割の納税義務を有する夫と生計を一にする妻に対

する非課税措置が、段階的に廃止されます。

※平成17年度は2分の1の額（2,000円）で課税し、平成

18年度からは全額（4,000円）で課税します。

［問合せ］課税課市民税担当122―8273

■やまぐち森林づくり県民税

森林を適正に維持・管理するために、4月1日から導入さ

れました。納税義務を負う個人の県民税均等割に加算さ

れ、納めていただくことになります。

［対象と年額］

●県内に住所、事務所、事業所または家屋敷を持つ個人

500円●県内に事務所や事業所を持つ法人1,000円～

40,000円（県民税均等割額の5％相当額）

［問合せ］県税務課1083―933―2275
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５
月
の
心
配
ご
と
相
談

社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部
で
開
催

▼
期
日
と
内
容
／
▽
５
月
２
日（
月
）、一

般
・
行
政
相
談
▽
９
日（
月
）、一
般
・
人

権
・
職
業
相
談
※
職
業
相
談
は
午
前
中
の

み
で
す
。▽
16
日（
月
）、一
般
・
交
通
相
談

▼
時
間
／
10
時
〜
15
時
▼
問
合
せ
／
社

会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部
1
92
―
０
０

２
７

鹿
野
公
民
館
で
開
催

▼
日
時
／
５
月
９
日（
月
）・
19
日（
木
）10

時
〜
15
時
、※
９
日
は
行
政
相
談
を
併
せ

て
実
施
し
ま
す
。▼
問
合
せ
／
社
会
福
祉

協
議
会
鹿
野
支
部
1
68
―
２
９
９
８

鹿
野
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
く
ら
ぶ
」

▼
期
日
／
５
月
10
日（
火
）、17
日（
火
）、

24
日（
火
）、31
日（
火
）▼
時
間
と
場
所
／

10
時
〜
11
時
30
分
、鹿
野
保
育
園
※
17

日
は
、こ
ど
も
す
く
す
く
セ
ン
タ
ー
D
。▼

問
合
せ
／
鹿
野
保
育
園
1
68
―
３
３
４
４

子
ど
も
の
こ
と
相
談

子
ど
も
の
不
登
校
や
い
じ
め
、進
路
の
こ

と
な
ど
を
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
と
場
所
／
５
月
20
日（
金
）13
時

▼
時
間
／
10
時
〜
12
時
▼
参
加
料
／
２

０
０
円
▼
申
込
み
／
５
月
26
日（
木
）ま
で

に
新
南
陽
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
1
62

―
６
３
０
１

介
護
認
定
調
査
員

▼
職
種
と
定
員
／
介
護
認
定
調
査
員

（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）若
干
名
▼
資
格
／

５
月
１
日
現
在
、満
65
歳
未
満
で
、普
通

自
動
車
ま
た
は
原
動
機
付
自
転
車
の
免

許
を
持
ち
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、実

務
経
験
の
あ
る
人
▽
介
護
保
険
法
に
規
定

す
る
介
護
支
援
専
門
員
の
有
資
格
者
▽

保
健
師
、看
護
師
、準
看
護
師
、理
学
療

法
士
、作
業
療
法
士
、社
会
福
祉
士
、介

護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
有
資
格
者
▽
訪

問
介
護
員
養
成
研
修
１
級
課
程
ま
た
は

２
級
課
程
を
修
了
し
た
人
▼
職
務
内

容
／
介
護
認
定
申
請
に
係
る
被
保
険
者

宅
を
訪
問
し
、日
常
生
活
動
作
や
認
知
症

の
状
況
な
ど
、要
介
護
認
定
に
必
要
な
調

査
を
行
う（
月
に
30
〜
40
件
）▼
調
査
地

域
／
徳
山
地
域
ま
た
は
熊
毛
地
域
の
い
ず

れ
か
、本
人
の
希
望
に
よ
る
▼
報
酬
／
１

件
３
１
５
０
円
▼
任
期
／
平
成
18
年
３
月

31
日
ま
で
▼
受
付
期
間
／
５
月
16
日（
月
）

〜
31
日（
火
）▼
問
合
せ
／
介
護
保
険
課

1
22
―
８
４
６
７

福祉
申請期限は5月24日（火）

30
分
〜
16
時
30
分
、勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

a

▼
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
青
少
年
教

育
担
当
1
22
―
８
６
９
７

家
族
介
護
者
交
流
会

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人
が
、お
互

い
に
親
ぼ
く
を
図
る
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
対
象
／
新
南
陽
地
域
に
在
住
す
る
人

で
、介
護
保
険
要
支
援
・
要
介
護
１
〜
５

の
認
定
者
を
、在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
▼

期
日
と
場
所
／
▽
６
月
２
日（
木
）、新
南

陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
▽
９
日（
木
）、和

田
公
民
館b

▽
16
日（
木
）、福
川
会
館b

［申請に必要なもの］
●印鑑●運転免許証●平成17年度軽自動車

税納税通知書（5月上旬に発送予定）●身体

障害者手帳（戦傷病者手帳）または療育手帳

●精神障害者保健福祉手帳●障害者と生計

を同じくする人（常時介護する人）が運転する

場合は、社会福祉事務所長または、県周南健

康福祉センター所長が発行する「自動車税等

に係る生計同一証明書」

［申請期限］5月24日（火）

［申請場所］課税課管理担当または、各総合支

所市民生活課、各支所

［問合せ］課税課管理担当122―8271

身体障害者、知的障害者及び重度精神障害

者本人が所有する自家用軽自動車で、障害者

が生業・通院・通学などに使用する場合、障害

の区分・程度により軽自動車税が減免されま

す。

障害者本人が運転する場合のほか、障害者

と生計を同じにする人、または、身体障害者等

のみで構成される世帯の障害者を、常時介護

する人が運転する場合も含みます。

※減免は、障害者1人につき普通自動車を含

めて1台とし、

事業用車両は

除きます。

※障害の程度に

よっては対象

にならない場

合もあります。

福
祉
 

相
談
 

募
集
 

募 

子
育
て
 

長田町住宅団地の価格改定
［改定になる区域］第３期限定販売区域46区画

［平均分譲単価］14万1,000円（3.3G当たり）～、725万7,000円台（１区画当たり）～

［受付開始］5月9日（月）

※5月13日（金）までに同一区画に複数の申込みがあった場合は抽選します。

［問合せ］土地開発公社事務局B161―3133

軽自動車税の減免
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「
駅
ビ
ル
が
あ
な
た
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、県
内
５
つ
の
学
校

が
共
同
で
開
催
す
る
、平
成
17
年
度
の

「
周
南
サ
テ
ラ
イ
ト
カ
レ
ッ
ジ
」。会
場
は
、

Ｊ
Ｒ
徳
山
駅
ビ

ル
に
あ
る
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー

a

で
、市
外
の
人

で
も
受
講
で
き

ま
す
。

周
南
サ
テ
ラ
イ
ト

カ
レ
ッ
ジ

講
座

環
境
審
議
会
委
員

市
内
の
環
境
に
つ
い
て
審
議
す
る
環
境

審
議
会
の
委
員
を
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
／
市
内
に
在
住
す
る
20
歳

以
上
の
女
性
で
、環
境
保
全
に
関
心
が
あ

り
、年
数
回
の
委
員
会
に
出
席
可
能
な
人

（
公
職
に
な
い
人
）▼
報
酬
／
1
回
に
つ
き

５
９
０
０
円
▼
任
期
／
平
成
19
年
３
月
31

日
ま
で
▼
募
集
人
数
／
若
干
名
▼
申
込

み
／
５
月
16
日（
月
）ま
で
に
、「
周
南
地

区
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
」
の
レ
ポ
ー
ト
を

４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て
、住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
職
業
・
電
話
番
号
・
活
動

歴
を
郵
便
で
、〒
７
４
５
｜
８
６
５
５
岐
山

通
１
｜
１
環
境
政
策
課
1
22
―
８
３
２
４

友
好
親
善
訪
問
団
員

本
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
い
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
市
に
行
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
と
定
員
／
▽
市

内
に
在
住
す
る
中
学
生

10
人
及
び
高
校
生
（
高

専
３
学
年
ま
で
を
含
む
）

３
人
▽
市
内
に
２
年
以
上
在
住
す
る
、４

月
１
日
現
在
に
16
歳
以
上
40
歳
未
満
の

青
年
２
人
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
ま
す
。▼
期
間
／
７
月
28
日（
木
）〜
８

月
５
日（
金
）の
８
泊
９
日
※
原
則
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
す
。▼
内
容
／
国
際
理
解
・
国

際
感
覚
の
高
揚
を
図
り
、両
市
の
友
好
を

深
め
る
▼
参
加
料
／
15
万
円
程
度
▼
申

込
み
／
５
月
30
日（
月
）ま
で
に
、企
画
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
、市
内
中
学
校
、高

校
に
あ
る
参
加
申
込
書
と
、作
文（
国
際

交
流
、国
際
協
力
に
対
す
る
自
分
の
考
え

を
題
名
自
由
で
、４
０
０
字
詰
め
A
４
サ

イ
ズ
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
）を
、企
画
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
政
策
課
、中
学

校
、高
校
▼
問
合
せ
／
企
画
課
国
際
交
流

担
当
1
22
―
８
５
９
１

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
の

入
居
者

▼
資
格
／
こ
れ
か
ら
起
業
、ま
た
は
創
業

５
年
未
満
で
新
た
な
事
業
・
分
野
へ
の
展

開
を
考
え
て
い
る
人
※
組
合
、特
定
非
営

利
活
動
法
人
は
除
き
ま
す
。
な
お
、物
販

及
び
飲
食
業
と
し
て
の
使
用
は
で
き
ま
せ

ん
。▼
所
在
地
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
徳

山
駅
ビ
ル
）内
▼
募
集
ブ
ー
ス
／
１
室（
約

23
g
）▼
使
用
料
／
月
額
１
万
円
▼
使
用

期
間
／
最
長
３
年（
１
年
ご
と
に
更
新
）▼

入
居
予
定
／
９
月
上
旬
▼
申
込
み
／
７

月
１
日（
金
）〜
29
日（
金
）に
、必
要
な
書

類
を
、商
工
観
光
課
へ
持
参（
受
け
付
け

は
平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）▼
問

合
せ
／
商
工
観
光
課
1
22
―
８
２
２
３
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.city.shunan.

yam
aguchi.jp/hp/shoko/

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

﹇
申
込
み
﹈
希
望
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
、電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
、企
画
課
内
周
南
サ
テ
ラ
イ
ト
カ

レ
ッ
ジ
事
務
局
1
22
―
８
４
７
８
、5

22
―
８
４
７
５
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.shunan.yam

a

guchi.jp/hp/kikaku/sate/

■開設講座
講座名／学校名／日時／講師／受講料

世界の都市と文化（全8回）／山口大学／5月16日（月）～7月

4日（月）18時～19時30分／岡光
おかみつ

一浩
かずひろ

さんほか／2,000円

いのちと尊厳の物語（全8回）／山口県立大学／5月24日（火）

～9月13日（火）19時～20時30分／鈴
すず

木
き

隆泰
たかやす

さんほか／

2,000円

介護問題を理解するために（全4回）／徳山大学／5月25日

（水）～7月6日（水）18時～19時30分／渡辺
わたなべ

靖
やす

志
し

さん／

1,500円

よくわかる社会保障入門（全3回）／徳山大学／5月31日（火）

～7月12日（火）18時～20時／三
みつ

井
い

速
はや

雄
お

さん／1,500円

住まい・環境・健康（全8回）／徳山高専／5月12日（木）～8

月25日（木）18時30分～20時／大成
おおなり

博文
ひろふみ

さん、古
ふる

田
た

健一
けんいち

さん／2,000円

秘書技能検定にチャレンジしよう！（全5回）／山口キャリアデ

ザイン専門学校／5月13日（金）～6月10日（金）18時～

20時／菊川
きくかわ

ゆかりさん／1,500円
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﹇
入
居
資
格
﹈次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

●
現
在
、同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
い
る

●
入
居
し
よ
う
と
す
る
人
全
員
の
総

所
得
の
月
割
額
が
定
め
ら
れ
た
基

準
内
に
あ
る（
▽
公
営
／
一
般
世
帯

は
20
万
円
以
下
、高
齢
者
世
帯
・
障

害
者
と
同
居
の
世
帯
は
26
万
８
０
０

０
円
以
下
▽
改
良
／
一
般
世
帯
は

13
万
７
０
０
０
円
以
下
、高
齢
者
世

帯
・
障
害
者
と
同
居
の
世
帯
は
17
万

市
営
住
宅
入
居
者

募
集

画
像
処
理
で
楽
し
む

パ
ソ
コ
ン
・
ラ
イ
フ

▼
日
時
と
場
所
／
６

月
４
日
（
土
）・
18
日

（
土
）・
25
日（
土
）10
時

〜
12
時
、徳
山
高
専
▼

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
利
用
し
た
画
像

処
理
の
基
本
技
術
の
講
習
と
実
習
※
O

S
はW
in
d
ow
s

を
使
用
し
ま
す
。▼
講

師
／
奥お
く

本も
と

幸
み
ゆ
き
さ
ん
、山や
ま

田だ

健
仁
た
け
ひ
と

さ
ん（
徳

山
高
専
助
教
授
）▼
定
員
／
30
人
※
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。▼
受
講

料
／
無
料
▼
申
込
み
／
５
月
６
日（
金
）

〜
16
日（
月
）に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
講
習
会
名
を
、は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
｜
０
０
７
１
岐
山
通

１
｜
４
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ーa

1
22
―
８

６
９
０
、
5
22
―
８
８
２
６
、
E
メ
ー
ル

chuo-ko@
city.shunan.yam

aguchi.jp

徳
山
地
区
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

▼
日
時
と
場
所
／
５
月
10
日（
火
）10
時

〜
12
時
、
市
民
館a

大
ホ
ー
ル
▼
問
合

せ
／
社
会
福
祉
協
議
会
徳
山
支
部a

1

22
―
８
７
０
０

徳
山（
居
守
）漁
港
浮
桟
橋
の

利
用
者

▼
対
象
／
船
を
所
有
し
、県
及
び
市
の
施

設
利
用
上
の
遵
守
事
項
を
守
れ
る
人
※

船
体
の
管
理
は
自
己
責
任
で
す
。▼
募
集

隻
数
／
▽
大
型
船
用（
船
長
11
c
以
下
・

船
幅
３
・
７
c
以
下
の
ヨ
ッ
ト
）１
隻
▽
小

型
船
用（
船
長
９
c
未
満
・
船
幅
２
・
４
c

以
下
）４
隻
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
ま
す
。▼
年
間
使
用
料
／
大
型
船
９
万

６
０
０
０
円
、小
型
船
６
万
円
▼
使
用
期

間
／
６
月
１
日
〜
平
成
18
年
３
月
31
日

（
１
年
ご
と
に
更
新
可
）▼
必
要
書
類
／
船

舶
免
許
証
、船
舶
検
査
証
書
及
び
小
型
船

舶
登
録
事
項
通
知
書
の
写
し
▼
申
込

み
／
５
月
19
日（
木
）ま
で
に
、必
要
書
類

を
水
産
課
1
22
―
８
３
６
６

子
ど
も
食
農
教
室
・
大
道
理
い
も

づ
く
り
体
験

農
作
業
を
通
し
て
、農
業
や
地
産
地
消

に
つ
い
て
２
回
の
コ
ー
ス
で
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
市
内
に
在
住
す
る
小
学
生
と

そ
の
家
族
で
、２
回
と
も
参
加
で
き
る
人
▼

日
時
と
場
所
／
５
月
14
日（
土
）10
時
、大

道
理
の
体
験
農
場a

※
２
回
目
は
10
月

中
旬
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。▼
参
加

料
／
１
人
１
０
０
０
円（
２
回
分
）▼
申
込

み
／
ふ
る
さ
と
産
品
の
店
こ
あa

1
22
―

８
５
１
６

８
０
０
０
円
以
下
）

●
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

●
入
居
し
よ
う
と
す
る
人
全
員
が
市

町
村
税（
国
民
健
康
保
険
料
を
除

く
）を
滞
納
し
て
い
な
い

●
入
居
決
定
時
に
連
帯
保
証
人
が
２

人
い
る

﹇
入
居
時
期
﹈７
月
中
旬
以
降
の
予
定

﹇
受
付
期
間
﹈５
月
２
日
（
月
）〜
18
日

（
水
）８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
土
・
日

曜
日
、祝
日
は
除
く
）

﹇
受
付
場
所
﹈
本
庁
、各
総
合
支
所
の
市

営
住
宅
担
当
窓
口

﹇
問
合
せ
﹈住
宅
政
策
課
1
22
―
８
２
８
２

5月の納付
●固定資産税１期

●軽自動車税定時分

■募集住宅

※中溝・中綴・古市西住宅は単身での申込み可能です。

（一定の要件あり）

※随時募集の住宅に申込み中の人も申込みできます。

種別 住宅地 住所　　　戸数 家賃（月額）

公営 椎木開作 野村3-11 1 16,300～35,800円

大神 大神1-2 2 8,600～16,400円

角の口 大神3-12 1 18,800～41,400円

西桝 西桝町4 1 16,900～37,100円

若山 若山1-3 1 15,900～35,000円

五反田 上迫町3 1 13,300～29,300円

中溝 富田3044 1 6,700～14,800円

中綴 中綴町11 1 6,200～13,700円

室尾 室尾2-9 2 11,400～25,000円

改良 古市西 古市1-1 1 6,400～ 9,300円

講
座
・
講
演
 

催
し
 

市税や保険料の納付には、便利な口座振替をお勧めします。利用す

る金融機関または郵便局で、「納付通知書」などと、預（貯）金通帳と

その通帳の印鑑をお持ちになって申し込んでください。

［問合せ］納税課122―8277

新
南
陽
地
域



太
華
山
１
周
ゆ
っ
く
り

の
ー
ん
び
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ

▼
日
時
と
場
所
／

５
月
15
日（
日
）９

時
、
櫛
浜
小
学
校

a

グ
ラ
ウ
ン
ド
集

合
※
雨
天
の
場
合

は
中
止
し
ま
す
。

（
決
定
は
７
時
）▼
持
参
物
／
弁
当
、水
筒

▼
内
容
／
ふ
ぐ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
、ビ
ン
ゴ
大

会
な
ど
▼
問
合
せ
／
櫛
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ーa

1
25
―
２
０
０
２
、櫛
浜
公
民

館a

1
25
―
０
５
２
５

星
空
観
望
会

▼
日
時
と
場
所
／
５
月
13
日（
金
）〜
15

日（
日
）
19
時
30
分
〜
21
時
、鹿
野
図
書

館
※
曇
り
・
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま

す
。▼
内
容
／
月
、木
星
、土
星
や
春
の
星

座
の
観
察
※
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
下
さ

い
。▼
問
合
せ
／
鹿
野
公
民
館
1
68
―
２

０
９
４
、土
・
日
曜
日
は
鹿
野
図
書
館
1

68
―
４
１
４
１

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
会

▼
対
象
／
幼
児
〜
児
童
▼
日
時
と
場

所
／
５
月
28
日（
土
）10
時
〜
11
時
、中
央

図
書
館a

▼
内
容
／
16
ミ
リ
映
画
「
は
な

さ
か
じ
い
さ
ん
」、「
い
な
か
の
ね
ず
み
」、

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ば
い
き
ん
ま
ん
」
な
ど
▼

問
合
せ
／
中
央
図
書
館a

1
22
―
８
６
８
９

「
看
護
の
日
」
記
念
行
事

▼
日
時
と
場
所
／
５
月
13
日（
金
）13
時

30
分
〜
、新
南
陽
市
民
病
院
▼
内
容
／
健

康
チ
ェッ
ク（
血
圧
測
定
・
血
糖
チ
ェッ
ク
・
体

脂
肪
測
定
な
ど
）、
栄
養
相
談
、健
康
相

談
、バ
ザ
ー
▼
問
合
せ
／
病
院
管
理
課b

1
61
―
３
０
９
２

徳
山
地
区
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
対
象
／
次
の
q
w
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
４
人
〜
８
人
の
チ
ー
ム
q
徳
山
支
部

加
盟
団
体
の
登
録
員
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

w
徳
山
地
区
に
在
住
・
通
勤
・
通
学（
中
学

生
以
上
）で
構
成
す
る
チ
ー
ム
▼
日
時
と

場
所
／
６
月
12
日（
日
）８
時
30
分
〜
、新

南
陽
体
育
館
▼
１
チ
ー
ム
の
参
加
料
／
q

の
チ
ー
ム
で
主
審
帯
同
の
場
合
は
１
０
０

０
円
、主
審
不
在
の
場
合
は
２
０
０
０
円

w
３
０
０
０
円
▼
申
込
み
／
６
月
１
日

（
水
）ま
で
に
、〒
７
４
５
｜
０
０
７
４
今
宿

町
３
｜
２
｜
２
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
徳
山
支
部
事
務
局
宇
田
さ
ん
▼
問
合

せ
／
体
育
協
会a

1
28
―
８
３
１
１
、市

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
徳
山
支
部
事

務
局
1
31
―
５
７
２
１
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【
事
例
】

10
日
前
、電
話
で
「
パ
ソ
コ
ン
教

材
を
買
っ
て
資
格
を
取
っ
た
ら
、

月
3
万
円
か
ら
5
万
円
の
収
入
に
な
り

ま
す
」
と
言
わ
れ
、50
万
円
の
契
約
を
し

ま
し
た
が
、本
当
に
収
入
が
得
ら
れ
る
の

か
不
安
に
な
り
、解
約
し
た
い
の
で
す
が
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
か
。

内
職
に
必
要
だ
と
い
っ
て
教
材

や
機
材
な
ど
の
購
入
契
約
を
さ

せ
る
販
売
方
法
は「
内
職
商
法
」
と
呼
ば

れ
、「
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
」
と
し

て
法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ（
無
条
件
解
約
）期

間
は
、契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら

20
日
間
で
す
。

こ
の
相
談
の
場
合
、10
日
前
に
電
話
で

返
事
を
し
て
い
ま
す
。
契
約
書
面
な
ど
の

交
付
が
い
つ
だ
っ
た
か
に
も
よ
り
ま
す
が
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知
を
は
が
き
な
ど

の
書
面
で
通
知
し
ま
し
ょ
う
。

「
パ
ソ
コ
ン
内
職
」
以
外
に
も
「
チ
ラ

シ
配
り
内
職
」「
あ
て
名
書
内
職
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、「
説
明
ど
お
り
の
収
入

が
得
ら
れ
な
い
」「
簡
単
に
資
格
が
取
れ

る
と
い
わ
れ
た
が
、難
し
い
」
な
ど
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
事
業
者
が
倒

産
し
た
り
、連
絡
が
取
れ
な
い
な
ど
の
事

例
も
あ
り
ま
す
。

内
職
の
契
約
は
、事
前
に
仕
事
の
内

容
や
得
ら
れ
る
収
入
の
計
算
方
法
、商

品
購
入
な
ど
の
負
担
内
容
を
書
面
で
よ

く
確
認
し
、本
当
に
収
入
に
つ
な
が
る
の

か
慎
重
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

●
消
費
生
活
に
関
す
る
悩
み
や
困
り
ご

と
が
あ
る
場
合
は
、ま
ず
相
談
を

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
22
―
８
３
２
１

今
回
は
内
職
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

消
費
生
活 

の
知
恵 

内
職
の
勧
誘

契
約
は
慎
重
に

ＱＡ

シリーズ

熊毛地域の市外局番は「0833」、それ以外の市内は「0834」
Aは徳山地域 Bは新南陽地域 Cは熊毛地域 Dは鹿野地域
市ホームページhttp://www.city.shunan.yamaguchi.jp/

ス
ポ
ー
ツ
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今
年
度
の
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
が
、昨
年
度
と
比

べ
て
小
さ
く
な
っ
て
い
ま

す
。見
づ
ら
い
の
で
、今
ま
で

ど
お
り
の
大
き
さ
に
し
て

欲
し
い
で
す
。

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、旧
２
市
２
町
の
地

域
で
異
な
っ
て
い
た
も
の
を
、市
内
で
転
居
し
て

も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、今
年
度
か
ら
同
じ
デ

ザ
イ
ン
の
も
の
に
統
一
し
ま
し
た
。

ま
た
、市
広
報
と
同
時
に
配
布
す
る
こ
と
に

し
た
関
係
上
、Ａ
3
版
２
つ
折
り
に
な
っ
た
こ
と

で
、昨
年
度
ま
で
の
新
南
陽
地
域
の
カ
レ
ン
ダ

ー（
Ｂ
3
版
）よ
り
小
さ
く
な
っ
た
た
め
、以
前
よ

り
文
字
が
見
に
く
く
な
っ
た
個

所
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
ご
意

見
は
、来
年
度
の
カ
レ
ン
ダ
ー

作
成
の
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、ご
理

解
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
1
０
８
３

４
―

22
―

８
２
５
４

1

【火災件数】2件（本年累計 15件）

平成17年度全国統一防火標語「あなたです火のある暮らしの見はり役」

【交通事故件数】●死亡事故1人（本年累計3人）●傷者数109人（本年累計290人）

横断歩道や交差点を通るときは、左右を十分確認して通行してください。

消防緊急情報システム
（5月1日～15日）

■CCS（4チャンネル）
※須々万、長穂、中須は12チャンネル。

毎日6時・15時・22時
■Kビジョン（11チャンネル）
毎日9時30分・14時30分・21時30分

【人口】156,398人（前月比－649人）

［男］75,225人（前月比－304人）

［女］81,173人（前月比－345人）
●出生100人 ●死亡143人

●転入920人 ●転出1,526人

【世帯】65,275世帯（前月比 －48世帯）

平成17年4月1日現在

平成17年3月の発生件数

■歩道舗装工事のお知らせ
［工期と場所］5月9日（月）～6月25日（土）、
県道下松新南陽線桜馬場通地内（上り線側）
［問合せ］県周南土木建築事務所A133―
6481

■無料法律相談
［日時と場所］5月13日（金）9時～11時30
分、山口地方・家庭裁判所周南支部
［定員］40人（申込順）
［予約申込み］5月9日（月）9時から、山口地
方・家庭裁判所周南支部A121―2610

■新規学卒求人取扱い説明会
［対象］新規学校卒業予定者の採用を予定
している事業主
［日時と場所］5月30日（月）14時～、ホテル
サンルート徳山
［問合せ］徳山公共職業安定所学卒係131
―1950

■全国戦没者追悼式参列希望者募集
［対象］戦没者の遺族と戦災遺族など
［日程と場所］8月14日（日）～16日（火）、
日本武道館
［自己負担額］10,000円程度
［問合せ］市連合遺族会事務局大川さん
1090―1013―8614

■徳山高専教育モニターの募集
徳山高専では、より良い授業を展開するた

めに公開授業を実施し、授業の感想や改善
すべき点について、意見をいただける人を募
集しています。
［問合せ］徳山高専学生課129―6232、E
メールkyoumu@tokuyama.ac.jp

■個人情報保護法が全面施行されました
だれもが安心してIT社会の便益を受ける
ための制度的基盤として、平成15年5月に成
立、公布された個人情報保護法が4月1日か
ら全面施行されました。
くわしくは、内閣府国民生活局ホームページ
http://www5.cao.go.jp/seikatsu/kojin/inde
x.htmlをご覧ください。
［問合せ］内閣府国民生活局企画課個人情
報保護推進室103―5253―2111（内線
84225）

ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
クク
イイ
ズズ
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問
題

中
心
市
街
地
を
再
生
す
る
た
め

に
市
が
策
定
し
た
構
想
は
？

q
徳
山
フ
ェ
リ
ー
乗
場
周
辺
整
備
構
想

w
徳
山
駅
周
辺
整
備
構
想

e
徳
山
空
港
整
備
構
想

応
募
方
法

5
月
12
日（
木
）必
着
で
、

ク
イ
ズ
の
答
え
、市
政
や
広
報
の
記
事
に

対
し
て
の
意
見
・
感
想
、住
所
、氏
名
、年

齢
、電
話
番
号
を
、は
が
き
で
、〒
７

４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通

１
―
１
周
南
市
政
策
調

整
課
広
報
広
聴
担
当
「
ク

イ
ズ
係
」へ
。

前
回
の
答
え

q

消
防
緊
急

情
報
シ
ス
テ
ム

応
募
総
数
66
通
の
中
か
ら
抽
選
で
次

の
人
が
当
選
し
ま
し
た
。
河
村
美
智
子

さ
ん
、宮
田
梨
江
さ
ん
、杉
村
和
美
さ
ん
、

長
沼
智
子
さ
ん
、福
田
征
二
さ
ん

正解
者の
中か
ら

抽選
で５
人へ

図書カ
ードを

プレ
ゼン
ト

お便り

表紙のことば

4月9日、10日の両日に「花とワインフェスティバル2005」

が総合スポーツセンターで開催されました。センター裏の桜

の森も満開となる春の陽気に誘われて、会場は過去最高の

人出で賑わいました。芝生広場に設けられたレクリエーショ

ンコーナーでは、青空の下で遊ぶ親子のほほ笑ましい光景

に出会うことができました。

市政情報番組周南市市政だより

●休日夜間急病診療所の案内などA122－0119

●熊毛地区休日当番医の案内C192－0029

●交通事故相談

（周南警察署内A）132－4530

（周南西警察署内B）162－0110

●市民相談A生活上の悩みなど122－8320

電話いんふぉめーしょん　



周南市花畠町10番16号　TEL 0834-22-8880
http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/hp/bihaku/

　中條さんは、１９８７年から山古志村とそ
の周辺の取材を続けてきました。そこは人々
の生活が自然に溶け込んだ、まさに日本の
原風景でした。 
　２００４年１０月２３日の新潟県中越地震はこ
の地の景観を一変させ、さらに今年４月１日、
山古志村は近隣の市町と合併し長岡市とな
りました。 
　在りし日の山古志の貴重な記録として、
また復興にかける人々の精神の支えとして、
この作品は心に響いてきます。 

第14回林忠彦賞受賞記念写真展 

古 志の里 II 中  條  均  紀 
なか じょう まさ のり 

0834-22-8787周南市文化会館チケット発売情報 

古志の朝　山古志村　8月 

5月13日（金）～5月22日（日）  5月16日（月）休館 
午前9時30分～午後5時（入館は4時30分まで）　入 場 無 料  

故郷の復興を願って 
ふるさと 

　プロ、アマ、所属会社も不問。只々「面白い漫才」が審査対象の、お笑い
芸人全国トーナメント大会『M-1グランプリ』。過去開催された「M-1グランプリ」
の準決勝・決勝大会を彩った芸人たちが、全国各地で「M-1」の名のもと再
びステージに立つスペシャルライブ！  山口初見参！ 

7/16（土）　　　　　　　 周南市文化会館 
全席指定  前売4,000円  当日4,500円  ※財団会員割引はありません 
※6歳未満のお子さまのご入場はご遠慮下さい。※都合により出演者が変更になる場合があります。あらかじめご了承下さい。 

◎財団会員発売  5/15（日）～5/17（火）※3日間のみの発売となります。ご注意ください。 
◎一般先行電話予約（ローソンチケット）  5/22（日）13：00～23：59　 
　TEL.0570－063－062  ※プッシュ回線のみ受付 

昼の部15：30開演 
夜の部19：00開演 

千鳥千鳥 千鳥 飛石連休飛石連休 飛石連休 トータルテンボス トータルテンボス 
他4組 

戦後一世を風靡した花の“海老さま”（祖父・故十一代目市川團十郎）ブーム再来の 
呼び声高い！  新之助改め市川海老蔵の魅力満載。 

9/10（土）　　　　　　周南市文化会館 

特等6,500円　一等5,500円　二等4,500円　三等2,500円　学生（小中高生）1,500円　 
※財団会員500円割引　◎会員発売5/8（日）　◎一般発売5/15（日） 

松竹大歌舞伎 松竹大歌舞伎 

十
一
代
目 

襲名披露 

昼の部13：30 
夜の部17：30

【プレイガイド】文化会館・近鉄松下・演奏堂・フジ新南陽ほか 【プレイガイド】文化会館・近鉄松下・演奏堂ほか 

林家こぶ平改メ九代林家正蔵 

十
一
代
目 

市
川
海
老
蔵 

十
二
代
目 

市
川
團
十
郎 

桂三枝桂三枝 桂三枝 

春風亭小朝春風亭小朝 春風亭小朝 

桂小米朝桂小米朝 桂小米朝 

9/11（日）14：00　周南市文化会館 

S席4,500円　A席4,000円　※財団会員300円割引 
◎財団会員発売　5/22（日）　◎一般発売5/29（日） 

襲名披露特選落語名人会 

林家こぶ平改メ 

一般より早くチケットが手に入る ・・・ 周南市文化振興財団会員  募集中！！ 

新之助改め市川海老蔵、市川團十郎、 
市川家橘、市川右之助、片岡市蔵　他 

出　演 

演　目 

一．源平布引滝　実盛物語　一幕 
二．十一代目市川海老蔵襲名披露　口上　一幕 
三．お祭り　清元連中 

げんぺいぬのびきたき 

こうじょう 

まつ 

さねもりものがたり 

　秋恒例の周南大歌舞伎。今年はつ
いに、昨年5月の襲名が社会現象的な
盛り上がりを見せている市川海老蔵襲
名披露公演をお届けします。 
　歌舞伎界最高とされる市川宗家の御
曹司、1977年生まれの27歳。清 し々い
美青年で近年の活躍ぶりは目ざましいば
かり｡ 次 と々古典の大役に挑み､ 初役
づくしの中での大奮闘でいずれも周囲
の期待を上回るできばえを見せ、末恐
ろしい大器とさえ言われています｡ 現在
の歌舞伎人気を支える若手スターのひと
りで、襲名以来チケット入手は難しくな
る一方｡ お早めにお求め下さい。 

　「実盛物語」は、海老蔵襲名直前に、颯爽とした侍・主人公の実盛
をつとめ大好評を博した演目。晴れがましい舞台へ実の父、團十郎も駆
けつけ、天保以来150年ぶりという“海老蔵と團十郎”の夢の共演が実
現します。 

◎一般発売　5/29（日）【プレイガイド】（周南市文化会館）0834-22-8787（ローソン
チケット）0570-063-006〈Lコード61000〉（電子チケットぴあ〈ファミリーマート、セブンイレブ
ン、サンクス〉）0570-02-9999　pia.jp/t　Pコード361-169（広島ホームテレビ事業部〈通信
販売〉）082-221-7116 

◎一般ＷＥＢ予約　5/30（月）10：00～ （広島ホームテレビぽるぽるちけっと
《要会員登録〈登録無料〉》）　www.ticket.polpol.net　（ＰＣのみ） 

3月15日、話題の大名跡襲名。林家正蔵が全国襲名披露興行！！ 
　石原プロの全
面協力により行
われた、前代未
聞、上野から浅
草まで7キロの記
念パレードとお練
りの派手な映像
はご記憶の方も
多いでしょう。沿
道の14万5千人
に見守られながら、

こぶ平から亡き祖父の大名跡・林家正蔵を襲名。爆
笑王と呼ばれた父・故林家三平の芸の継承も心に留
めながら、上野・鈴本演芸場を皮切りに落語界異例
の全国ツアーが行われます。桂三枝、春風亭小朝、
桂小米朝ら人気落語家がおめでたい席を盛り上げます。
落語ファンの方はもちろん、初めての方も、この歴史的
瞬間をお見逃しなく！ 

笑い飯 笑い飯 タカアンドトシ タカアンドトシ 麒麟麒麟 麒麟 
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